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三洋化成工業株式会社

１．経営成績

（１）売上高は、需要の減少と価格低下により、連結・単体とも大幅な減収となりました。

（２）利益面では、原燃料価格の低下に加え、不況対策やコストダウンの効果で連結営業利益は２２．５

　　　億円（前年同期比１３％増）、連結経常利益は持分法投資利益がマイナスに転じたことや為替差益

　　　の減少により２１．６億円（前年同期比７％減）となりました。

（３）不況克服のための緊急対策（報酬・給与の減額、経費の大幅削減等）および中長期の対策を継続

　　　して取り組んでいます。

（４）第２四半期末配当は、前期末配当と同じ１株当り５円５０銭とさせていただきます。

２．分野別連結売上高

３．分野別連結営業利益

２００９年度第２四半期（４－９月）決算の概要

　　　　　－　１　－　

（単位：億円）

'０９年度 '０８年度 前年同期比

４－９月 ４－９月 差  異

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 １７．０ ２．３ １４．７

機械・輸送機産業関連 ０．３ ２．７ △２．４

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・繊維産業関連 ３．３ ５．８ △２．５

情報・電気電子産業関連 ４．８ ６．８ △２．０

環境・住設関連・その他 △２．９ ２．４ △５．３

合　　　　計 ２２．５ １９．９ ２．６

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%) 差  異 伸び率(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ２１３ 38.5 ２２８ 32.1 △１５ △ 6.7

機械 ・輸 送機 産業 関連 １１６ 21.0 １７５ 24.7 △５９ △ 33.7

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・繊維産業関連 ７２ 13.0 ９５ 13.4 △２３ △ 24.1

情報・電気電子産業関連 ８４ 15.2 １１５ 16.2 △３１ △ 27.0

環境・住設関連・その他 ６８ 12.2 ９７ 13.6 △２９ △ 29.5

合　　　　計 ５５４ 100.0 ７１０ 100.0 △１５７ △ 22.1

（単位：億円）　

'０９年度４－９月 '０８年度４－９月 前年同期比

金額 伸び率(%) 金額 伸び率(%)

売上高 ５５３．７ ７１０．５ △１５６．７ △２２．１ ３８５．３ ５３０．３ △１４５．０ △２７．３

営業利益 ２２．５ １９．９ ２．６ １３．０ ９．４ １８．４ △９．０ △４９．１

経常利益 ２１．６ ２３．２ △１．６ △６．８ １６．６ ２８．６ △１２．０ △４１．９

当期純利益 ８．７ １２．１ △３．３ △２７．７ １２．０ １９．０ △７．０ △３６．９

'０９年度
４－９月

'０８年度
４－９月

　　　（単位：億円）

差　異

連　　　結 単　　体

'０９年度
４－９月

'０８年度
４－９月

差　異



４．営業利益の増減分析（対前年同期比）

５．２００９年度業績予想

第２四半期（４－９月）業績が７月２７日の発表値を上回り、１０－３月も原料高や円高

の懸念はあるものの、需要が堅調に推移すると想定されるため、１０月２６日に年間業績

予想を修正しました。
（単位：億円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

　１，１１５　 　４２　 　４０　 　１７　

（　△１８１） 　（　　３６） 　（　　３５） 　（　　４１）

　７７５　 　１７　 　３０　 　２０　

（　△１５５） 　（　　１６） 　（　　１４） 　（　　２０）

　（　　）内は前期比差額

６．トピックス

（１）ＣＳＲガイドラインの制定
本年８月の取締役会で、当社グループが取り組むべきＣＳＲ（社会的責任）活動の指針１１項目から

なる｢ＣＳＲガイドライン｣と指針ごとの推進責任者を決定しました。このＣＳＲガイドラインに基づ

いて、グループ全体で組織的、計画的にＣＳＲ活動に取り組みます。

（２）「三洋化成の森」づくり活動
当社は本年１１月１日に創立６０周年を迎えます。これを記念して、ＣＳＲ（企業の社会的責任）活

動の一環として、「京都モデルフォレスト運動」※の趣旨に賛同し、京都府和束町湯船地区の森林に

おいて「三洋化成の森」づくり活動を開始します。

この活動は、当社が森林の整備に要する資金を提供するとともに、(社)京都モデルフォレスト協会等

のご指導、ご協力を得ながら、当社の社員等のボランティア活動により森林利用保全活動に取り組む

というものです。

※ 京都府および(社)京都モデルフォレスト協会が推進している、森の恵みを受けている府民みんな

 　で京都の森を守り育む取り組みです。
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前年度比：2.6億円増益

’09/2Q累計
営業利益

増益要因
+93.5

（億円）

’08/2Q累計
営業利益

減益要因
▲90.9


